
陶砂勅張り
N010. 2022. 12. 23

「生きるカ」。ぴっぴの子ども達が持っているもののひとつが、この「生きる力」なのでしょ

う。ぴっぴの森で子ども達と過ごす度に気付かされます。 「この実は食べられるよ」 「これは

毒があるからダメ」 「火はこうやっておこすといい」。私よりもたくさんの経験をして知識と

して持っている子ども達。森でたくましく過ごし、困難もトラブルも自分達で解決していく

姿を見ると、いま無人島に置き去りにされたら…、ジャングルの奥地に迷い込んだら…きっ

と確実に私よりもぴっぴの子ども達の方が強く違しく生き延びていくんだろうなあと思って

しまいます。

便利なものがたくさん溢れる現代ですが、便利になる毎に私達は何かの能力をひとつ失って

いるような気がします。車生活ですっかり鈍ってしまった足腰(数年前にギックリ腰を経験。

救急搬送される事態に…)、ナビに頼りすぎて覚えられない道。前は辞書で調べていたことも

今はすぐにスマホで調べてしまいます。

元々機械に弱くアナログ派だった私も4年前に(!)スマホにしてからやはりスマホ頼りの生

活です。でもガラケーだった5年前を思い出しました。

小学生4年生の息子を連れての初めての海外旅行。 「スマホなしで行くの?!」という周りの心

配をよそに、 「なんとかなるっしょ」と出発。だって海外一人旅を楽しんでいた学生時代はそ

んなものなくて皆当たり前だったし!

ただ、私たちは「イタリアでレンタカーを借りて田舎のアグリツーリズモに泊まる」という

目的がありました。短期でイタリアに留学経験があったので簡単なイタリア語は話せるも

のの、レンタカーで目的地まで行ぐ・・のは本当にハードルが高かった!

レンタカー屋さんに行って地図を買えば目的の街に着ける…と思っていたら、あったのば関

東地方の地図,,みたいな高速道路しかのっていないような大まかな地図。レンタカー屋さんに

大体の方向だけ(!)聞いて出発した我が峰岸一家。しかも車はマニュアル車、左ハンドル、

右側通行。夫は初めての海外での運転。一瞬で見えなくなる道路標識はもちろんイタリア

語。あ-!やっぱり分かんないへ!ガソリンスタンドなどで聞いてみるものの空港周辺の大通

りが入り組んだ道は複雑でちっともわかりません。 (しかも持っている地図が関東地方’’…)



最後にバス停で待っていた青年にダメ元で尋ねました。 「本当にその街に行きたいの?」と青

年。 「そうです」と答えるとばっと顔を輝かせて、 「僕は今、その街の近くの家に帰るバスを

待っているんだ」というではありませんか! 「じゃあ、ぜひ乗って案内して!」

かくして、拙いイタリア語でお兄さんのナビを夫に伝える私と、エンストしながらマニュア

ル車に苦戦する夫、不安そうな息子、そして心優しいイタリア人青年の珍道中が始まりまし

た。

お兄さんを退屈させないように脇汗をかきながらイタリア語で世間話をし、 「次の角右だっ

て口 と夫に伝える私。お兄さんは、夫が右折の度にエンストして焦っていると「大丈夫!

落ち着いて!」と自分は免許を持っていないけど励ましてくれます。実家が農業をやってい

るのでフィレンツェの大学で農業を学んでいること、卒業したら実家を継いで新しい事にも

挑戦したい事(多分そんな内容)を話してくれました。

1時間半ほどかけてお兄さんの住む村に到着。息子と後部座席で折った折り鶴をお兄さんにプ

レゼントして別れました。

「この後はこの道をまっすぐ」という事でしたが、何分行ってもそれらしい街は出てきませ

ん。その後、ガソリンスタンドで給油していたお客さんに尋ね( 「僕の車の後ろについてき

て!」と途中まで案内してくれました)、小さな街角のバールのお姉さんに尋ね( 「もう後ち

ょっとよ!」と道の先を指さされ間違ってなかったと一安心)、出発から3時間かけてようや

くアグリツーリズモに到着しました。

帰り道もちゃんと帰れるよう、滞在中にフィレンツェまでバスで日帰りした際には車窓と睨

めっこで道順を把握。なんだか、本当にいつの時代の旅? !と今考えると突っ込みたくなり

ますが、大変な思いをしただけあって決して忘れられない、そしてたくさんの人の優しさに

触れられた旅になりました。

自分達の持っている能力を駆使して、プラス周りの人たちの親切に助けられて生きていく

…。そんな少し前まで当たり前だったことに気づいた旅でもありました。もちろん最新のテ

クノロジーや便利なツールの恩恵も享受しつつ、この旅で感じた思いは忘れずにいたいと今

も思っています。

便利さに甘えて能力が衰えないよう、そしていくつになっても日々学び進歩し続ける大人で

あれるよう、大きなパワーと能力を持った子ども達にまだまだ負けないぞ!という気持ちで

ぴっぴの森に今日も向かいます。

ねぎ(峰岸麻奈)
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